
 

「国際的に連携した女性のエンパワーメント促進」チームの活動について（案） 
 

 

● チームのミッション（ここまでの活動成果と、残された課題） 

 

（１）各団体におけるWEPs理解促進に向けた積極的な取組 

    ⇒ 取組により、国内各方面におけるWEPsの認知度は高まりつつあるが、依然として経済

界を中心に幅広く理解浸透しているとは言い難い 

（２）メンバー外の企業・関連団体等への働きかけによるWEPs署名企業の拡大 

    ⇒ 国内署名企業数は204社（本年2月末現在）まで伸び、新たに関心を示す企業も存在す

ることから、引き続き活動を続けることでさらに署名企業が拡大する余地が大きい 

（３）WEPs実行プロセスの現状を整理し、WEPsの実効性を高める取組を実施 

  ⇒ 実行プロセスの検証から、署名後の定期的な自己チェックにより企業活動の工夫・改善

につなげるPDCAプロセス確立が重要とチームで結論し、自己チェックツール「問診票」

を開発。現在初年度の運用を開始するところであり、継続的な取組が必要。 
 

 

【問診票の実施プロセス】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          各企業、団体、研究・教育機関等へ還元 

           ⇒他社事例等に基づく 

            さらなる検討 

 

 
 

資料３ 

国内企業等の

集積 

★国内の状況全体の把握・経年

変化の測定 
★好事例の析出 

国連 
WEPs 
事務局 

★取りまとめて報告 
★我が国の好事例を発信・アピ

ール 

他国の好事例等の提供 

原則７に基づく 
「報告」として提出 


